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Dokkyo	Journal	of	Medical	Sciences	Vol.	45,	No.1 を発刊
する運びとなりました．本号には原著	（英文）	4 編，症例報
告	（英文）	1 編，短報 1編	（和文）	と基礎から臨床研究まで
多彩な論文が合計 6編掲載されています．論文をご投稿いた
だきました著者の先生はじめ，日頃より獨協医学会の活動に
多大なるご支援，ご高配を賜ります関係各位，会員の皆様に
心から御礼申し上げます．
さて論文の投稿についてですが，いかなる種別の論文を作
成する場合でも，投稿先のジャーナルに最終的に公表される
までには，持てる知力の最大限の発揮と膨大な労力が要求さ
れることになります．学位や専門医の取得など，どうして論
文を作成するのかは個人によりその動機は異なるでしょう
し，中には自発的に作成しているわけではない人もいること
でしょう．自分なりに大変な苦労をした末に，数多くの査読
コメントに頭を抱えたり不採用になったりして，挫折した苦
い経験を持つ方もいるかもしれません．特に若い先生の中に
は，このような論文作成の過程で予想外に甚大なダメージを
受けてしまい，無駄な努力をしてしまったとか，自分には学
術的な仕事は向いていないとか，ネガティブなイメージを持
ってしまった人はいないでしょうか？
『老子』の言葉に「合抱の木も毫末より生じ，九層の台も
累土より起こり，千里の行も足下より始まる	（両手で抱える
ほどの大木でも毛先ほどの小さな芽から成長し，九層にも及
ぶ高台も小さな土を重ねることから着手し，千里の道のりも
足下の一歩から始まる）	」というものがあります．仮に苦労
した論文が陽の目を見なくとも，その論文が完成するまでに
は，方法論の吟味，結果の解釈のための思考，文章の表現の
仕方や編集者とのやりとりなど，今後に活きる貴重な経験を
確実に積むことが出来たはずです．誰でもいきなり一流誌に
掲載されるような素晴らしい研究論文はなかなか書けないで
しょう．でも，めげずに取り掛かった次の論文には，きっと
以前よりもはるかに成長した跡が刻まれると信じています．
近年は業績の多寡が重視される風潮であり，医学界でも論
文の不正が後を絶ちません．倫理観が欠如した人間は，コン
ピューターを駆使して簡単に都合よくデータを捏造・改竄
し，ネットで他人の論文をあっという間にコピー＆ペースト
で盗用してしまうのでしょう．しかし，そのような研究論文
は全く価値のないフィクションに過ぎないのは言うまでもあ
りません．自分の立てた仮説に反してネガティブな結果が得
られたとしても，それこそが重要で確固たる真理なのです．
『科学者としての良心を忘れてはいけません．』時々，自分
が大学院生になり初めて研究室にお邪魔した際に聴いた恩師	
（千葉大学微生物学第Ⅱ講座　清水文七	教授）	の言葉を思い
出します．皆様が実直に研鑽を積まれた論文が多数掲載され
て，本医学会誌が誇らしく発展していきます様，今後ともよ
り一層のご支援・ご高配をお願い申し上げます．
	 （佐々木欣郎）
　
